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事業再評価大阪府道高速大和川線
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１．事業の概要

２．事業の必要性等に関する視点
１）事業を巡る社会経済情勢等の変化

２）事業の整備効果

３）事業の投資効果

３．事業の進捗の見込みの視点

４．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

５．関係する地方公共団体等の意見

６．対応方針（原案）
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大和川線の位置付け
・都心部の多数の慢性的な渋滞や沿道環境の悪化等を大幅に解消するとともに、

その整備により誘導される新たな都市拠点の形成等を通じた都市構造の再編を促す、
大阪都市再生環状道路の一部を構成。

・大阪府南部地域において東西方向の道路機能向上を図り、地域の活性化ならびに
社会・経済活動の発展に寄与。

環状線等の都心部に
集中する交通を分散

大阪府道高速大和川線 １．事業の概要

西名阪・阪和道・南阪奈道路と
湾岸線とを結ぶネットワークを

形成することにより臨海部
と内陸部との連携を強化
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大阪府道高速大和川線 １．事業の概要

事業概要
ちっこう やわたまち みやけなか

事業区間：堺市堺区築港八幡町 ～ 松原市三宅中
延 長：9.7km（4車線）
事 業 費 ：4,３４１億円 （有料道路事業２,７２１億円、街路事業１,６２０億円）

構 造：トンネル、掘割等

標準断面図

築港八幡町

三宅中

西行き東行き

トンネル構造部

掘割構造部 （B-B’）

（A-A’）

A

A’

B

B’



大阪府道高速大和川線
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有料道路事業 堺市
施行

大阪府施行

大阪府道高速大和川線 １．事業の概要

※JCT名およびランプ名は仮称
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大和川線の経緯
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大阪府道高速大和川線 １．事業の概要

年月日 三宝JCT～三宅西 三宅西～三宅JCT

H7.9.13 都市計画決定

H8.2.19 路線認定

H8.7.19 自動車専用道路の指定

H11.3.31 基本計画の指示

H11.10.7 工事実施計画書の認可（当初）

H11.10.14 工事開始

H12.2.7 都市計画事業認可の承認（当初）

H15.12.22 「道路関係四公団民営化の基本的枠組みについて」の決定

H17.2.22 都市計画変更（三宝ジャンクション等の線形変更、大和川第二ジャンクションの廃止）

H17.10.1 民営化

H18.3.31 事業許可・協定締結・合併施行導入（堺市は、政令市移行後のH18.4.1に導入）

H19.8.8 都市計画変更（三宝地区における構造形式の変更、換気所の廃止等）

H21.11.27 事業評価監視委員会にて審議（第1回再評価）

H24.12.18 事業評価監視委員会にて審議（第2回再評価）

H25.3末まで 完成予定

H27.3末まで 完成予定
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大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 １）事業を巡る社会経済情勢等の変化

距離料金

距離料金への移行
・ETCの整備・普及により、利用距離に応じた料金を頂くことが可能となったことから、

お客さまにとってより利用しやすく、より公平な負担となる距離料金へ移行した。

・料金圏のない距離料金（５００～９００円）へ平成２４年１月１日（日）午前０時から移行。
※現金車は一部端末区間を除き普通車９００円。

均一料金 料金圏撤廃料金圏あり

移行前 移行後

（兵庫県）

（大阪府）大阪湾

東大阪
JCT

松原
JCT

りんくう
JCT

伊川谷
JCT

名谷
JCT

西宮山口
JCT

柳谷
JCT

助松
JCT

西宮IC

豊中IC

垂水
JCT

箕谷

第二阪奈

池田

国道１号

国道２６号

第二神明

（普）500円
（大）1,000円

（普）700円
（大）1,400円

（普）500円
（大）1,000円

阪神南線

阪神西線

阪神東線

助松

鳴尾浜

武庫川
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大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 １）事業を巡る社会経済情勢等の変化

○現在実施中の料金割引（阪神圏）

※障害者割引、路線バス割引、ＥＴＣ前納割引は継続。
※普通車の料金。大型車は普通車の2倍。
※①～④は当面平成25年度まで実施。
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大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 １）事業を巡る社会経済情勢等の変化

周辺開発の状況
・堺臨海部において、防災・産業・レジャー等の各種拠点が進出。

・大阪市臨海部の大阪南港には、物流施設や集客施設が集積。
J-GREEN堺（堺市立サッカー

・ナショナルトレーニングセンター）

ATC

南港コンテナターミナル

海遊館

大阪府咲洲庁舎※（旧WTC)
イケア鶴浜

大阪南港トラック
ターミナル大阪中央卸売

市場南港市場

堺浜テクノパーク※
（中小企業へ分譲）

グリーンフロント堺

基幹的広域防災拠点※
海とのふれあい広場※

旧堺港（大浜公
園・旧堺燈台）

共生の森

堺太陽光発電所※

J-GREEN堺※
堺浜シーサイド
ステージ

イオンショッピング
センター(計画中)※

大泉緑地

イオンモール
堺北花田

長居スタジアム

長居スタジアム

0

50

100

150

200

250

300

350

H
1

H
2

H
3

H
4

H
5

H
6

H
7

H
8

H
9

H
1
0

H
1
1

H
1
2

H
1
3

H
1
4

H
1
5

H
1
6

H
1
7

H
1
8

H
1
9

H
2
0

H
2
1

H
2
2

堺市製造業の製造品出荷額等の推移

単位：百億円

堺市の製造業の出荷額等は近年減少傾向にあっ
たが、最近は再び増加に転じ、製造拠点として
再び活性化している。

資料：工業統計調査

夢洲コンテナターミナル

(仮称)国際ロジ
パーク構想※

グリーンフロント堺

※印：H21事業評価監視委
員会以降のもの



■渋滞状況図（H23年度平日平均）
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大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ２）事業の整備効果

都心部を迂回するルートの形成
・都心部の環状線や大阪港線では日常的に渋滞が発生している。

大和川線の利用により渋滞区間を避けたルート選択が可能となる。

現状は渋滞多発

区間を通過

大阪南東部
阪和道・西名阪
南阪奈方面

神戸方面

関空方面

大阪北東部
近畿道・第二京阪
奈良方面

大和川線により

渋滞にあわずに

通過可能に
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並行する一般道路の混雑緩和
・並行する大堀堺線や堺大和高田線、国道479号等では、

センサス旅行速度が低い区間があり混雑している状況。

・下記の並行する一般道路の交通が大和川線に転換し、混雑緩和が図られ、
渋滞損失時間は未整備時に比べて44％削減。

H22センサス
平日混雑時平均旅行速度

20km/h未満

20km/h～25km/h

25km/h以上

①

②

蔵前町西交差点の渋滞状況

高見の里交差点の渋滞状況

大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ２）事業の整備効果

並行する一般道路
から大和川線に

交通が転換

※渋滞損失時間については、H42時点の整備有・無の場合の交通量推計結果による



■大和川線整備による奈良県の西名阪沿線地域へのアクセス向上

西名阪沿線地域
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高速道路アクセスが便利な西名阪沿線地域は、
奈良県全体の製造品出荷額等のうち、47%を占
める製造業の中心となっている。

※西名阪沿線地域：大和郡山市、天理市、香芝
市、生駒郡（平群町・三郷町・斑鳩町・安堵
町）、磯城郡（川西町・三宅町・田原本町）、
北葛城郡（上牧町・王寺町・広陵町・河合町）

奈良県全体の
47％

資料：工業統計調査（H22）

大和川線整備により、

奈良県の西名阪沿線

地域と大阪港との

間のアクセスが向上

物流効率化の支援
・奈良県内の製造業が集中する西名阪沿線地域と大阪港との間のアクセスが向上し、

物流効率化の支援が図られる。

西名阪沿線地域の特徴

西名阪沿線
地域

9,008億円

大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ２）事業の整備効果

奈良県内の製造品出荷額等

奈良県内
その他
10,173億円

※奈良県全体では19,181億円

大阪南港⇒松原JCT
間の所要時間

9分短縮（33％減）

27分（大阪港線・松原線等経由）
⇒18分（大和川線等経由）

松原JCT

大阪南港



環
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線
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事故・災害・工事等に対する迂回路の確保
・既存の高速道路を連結するため、ネットワークのリダンダンシーが向上し、

事故・災害・工事等による通行止めに強いネットワークとなる。

大阪港線

通行止め

大阪港線において、事故・災害・工事等

によって一部区間が途絶した場合、

大阪港～京都・奈良方面の高速道路利

用が出来なくなる

大和川線が整備されると

新たな迂回路が形成され、

ネットワークのリダンダン

シー（冗長性）が向上

新たな迂回ルート

大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ２）事業の整備効果

現状では
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基幹的広域防災拠点からの支援ルートの形成
・大和川線は、大規模地震発生等の災害応急活動の核となる

「堺泉北港堺2区基幹的広域防災拠点」から内陸部への支援ルートとして期待される。

資料：国土交通省

近畿道

阪和道

西名阪道

・南阪奈道路

平常時は緑地、運動広場、海釣りテラス、
バーベキュー広場、展望広場、人工干潟など

「海とのふれあい広場」として供用

近畿圏臨海防災センター

大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ２）事業の整備効果

堺浜⇒松原JCT間の所要時間 22～30分短縮（59～67％減）

37分（大阪港線・松原線等経由）・ 45分（一般道（堺大和高田線等）経由）⇒15分（大和川線等経由）



大阪府における
CO2排出量

6.8万t/年削減

並行区間における
NOｘ排出量
25%削減

79t/年削減

SPM排出量
28%削減

5.5t/年削減
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※H42時点の整備有・無の場合の交通量推計結果による

地球環境の保全・道路環境の改善
・大和川線整備による走行性向上により、二酸化炭素等の排出量が減少し、

地球環境の保全・道路環境の改善に寄与。

大堀堺線

国道479号

堺大和高田線

住吉八尾線

大阪中央環状線

大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ２）事業の整備効果



平成24年度阪神高速道路株式会社 事業評価監視委員会 17

事業の投資効果
・費用便益比（B／C）は２．２（残事業５．８）と、便益が費用を上回っている。

事業全体 残事業

便益 走行時間短縮便益（億円） 10,009 10,009
（B） 走行経費減少便益（億円） 761 761

交通事故減少便益（億円） 153 153
計（億円） 10,923 10,923

費用 事業費（億円） 4,449 1,445
（C） 維持管理費（億円） 434 434

計（億円） 4,883 1,879

費用便益比（B／C） 2.2 5.8
交通量（±10％） 2.0～2.5 5.2～6.4

感度分析 事業費（±10％） 2.2～2.3 5.4～6.3
事業期間（±1年） 2.2～2.3 5.7～5.9

※費用及び便益額については平成24年度の価値に換算
※費用及び便益の合計は、表示桁数の関係で計算値と一致しないことがある

大阪府道高速大和川線 ２．事業の必要性等に関する視点 ３）事業の投資効果
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大阪府道高速大和川線 ３．事業の進捗の見込みの視点

事業の進捗状況
○ 全線未供用（9.7km）

・松原市三宅西～松原市三宅中（0.6km） ：平成24年度末完成予定
・堺市堺区築港八幡町～松原市三宅西（9.1km）：平成26年度末完成予定

平成24年度阪神高速道路株式会社 事業評価監視委員会

※JCT名およびランプ名は仮称



①

④
③

②
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大阪府道高速大和川線 ３．事業の進捗の見込みの視点

事業の進捗状況
・進捗率は63％ （H24年度末見込み、街路事業含む）
・開削トンネル、シールドトンネル工事等を実施中。

平成24年度阪神高速道路株式会社 事業評価監視委員会

三宝ＪＣＴ付近

①

開削(掘割)区間

シールド区間

②

③

今後の事業の見通し
・引き続き関係機関との調整を行いながら、平成26年度末（一部区間：三宅西～

三宅JCT 平成24年度末）完成に向け努める。

④

三宅西付近（H24年度末 完成予定）

※JCT名およびランプ名は仮称
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大阪府道高速大和川線 ４．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

コスト縮減に向けた取り組み
【設計の精査及び工夫による削減】

○函体寸法の見直し
通常の詳細設計は２次元モデルで断面の精査を行うが、工事規模等を鑑み
３次元でＦＥＭモデルにより強度計算を行い縦断方向の断面も考慮することで、
全体的な函体壁厚のスリム化を図った。

通常の設計指針により、２次元解析に
よって断面力を算出し、応力照査によ
り部材厚を設定 ３次元FEM解析モデル

縦断方向も含めた３次元解析モデルを用
いて解析を実施し、応力状態を確認の上、
最小壁厚を決定

箱抜部

550mm

当初 変更

箱抜部

350mm

壁厚スリム化
200mm削減
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大阪府道高速大和川線 ４．コスト縮減や代替案立案の可能性の視点

社会的状況等の変化による費用減
【線形の見直し等による用地費・補償費の削減】

三宝JCT付近の大規模工場における用地費・補償費について、線形等の見直し、
換気所の廃止により、買収面積及び工場や施設の移転物件の減少を図った。
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関係する地方公共団体等の意見
【大阪府知事の意見】
大和川線は都市再生環状道路の一部を形成する道路であり、大阪都心部の渋滞緩和に寄与す
るとともに、臨海部と内陸部の交通機能の向上により経済の活性化が図られるため、事業を継続し、
早期に全線供用すべきである。
今後とも、事業費の縮減を図りつつ、より一層の事業進捗に努められたい。

【大阪市長の意見】
大和川線事業は、本市の同意のもと国の事業許可を得て進めている事業であり、大阪都市再生
環状道路の一部を形成する大和川線が整備されることにより、都心部での交通混雑の緩和や市街
地環境の改善に資するなどの機能を鑑みると、本市にとって重要な路線である。

引き続き、周辺環境への配慮を行ったうえで、建設事業費の更なるコスト縮減に努めながら、早期
供用に向けて事業を推進されたい。

【堺市長の意見】
大和川線は、関西交通網のミッシングリンク解消などを目的とした都市再生プロジェクトに位置づ
けられている「大阪都心部における新たな環状道路」の一部を担う道路であり、大阪南部地域にお
ける高速道路の利便性の向上や東西方向一般道の交通混雑が大幅に緩和されるなど、関西都市
圏の社会経済活動の活性化に大きく寄与するものと期待されている。そのため、大和川線事業は
継続すべきである。

今後、工事の安全確保や沿道の環境に配慮し、更なる事業進捗に努められたい。また、事業費の
縮減についても、より一層鋭意努力されたい。

大阪府道高速大和川線 ５．関係する地方公共団体等の意見



・大阪都市再生環状道路は、都心部の慢性的な渋滞を緩和するとともに、リダンダ
ンシーの向上などのネットワーク効果の他、大阪都市圏の経済・産業の活性化が
期待される道路であり、大和川線はその一部を形成する路線である

・大阪湾臨海部や内陸部の各拠点間のアクセスを強化し、各拠点の活性化に寄与す
るとともに、渋滞が発生する環状線等を経由しない迂回ルートを形成することに
よる時間短縮効果や、交通の分散化による並行路線等の渋滞緩和が期待できる

・事故・災害・工事等に対する迂回路となるほか、基幹的広域防災拠点からの支援
ルートを形成するなど、都市圏の防災機能向上に寄与する路線である

・費用便益比（B/C）は2.2である

・平成26年度末（一部区間：三宅西～三宅JCT 平成24年度末）の完成に向けて引
き続き事業推進中である

・関係する都道府県・政令市からも事業の継続・早期供用を求められている
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阪神高速道路㈱の対応方針（原案）

大阪府道高速大和川線 ６．対応方針（原案）

事 業 継 続
大阪府道高速大和川線については、工程・事業費の管理に努めつつ、早期供用

に向けて事業を鋭意進めていく


